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まず，ウサギ肋軟骨片とウシ肺動脈血管内皮細胞 (CPAE細胞)の coculture を試み， CPAE細
胞のDNA合成に対する影響を検討したところ，ウサギ肋軟骨片との coculture により CPAE細胞の
DNA合成は著しく阻害された。このことは，肋軟骨組織が血管内皮細胞増殖阻害因子を in vitro で産
生することを示唆している。そこで次に， CPAE細胞の増殖及びDNA合成に対するウサギ肋軟骨細
胞の CMの影響を検討したところ，ウサギ肋軟骨細胞の CMは CPAE細胞の増殖及びDNA合成を著
明に阻害した。ところが，同 CMは B16メラノーマ細胞， Swiss 3 T 3 細胞及びL1210細胞の DNA合
成には全く影響を与えなかった。すなわち，ウサギ肋軟骨細胞の CMはCPAE細胞の増殖を特異的に
阻害した。さらに， B16メラノーマ固形腫蕩による腫蕩血管の新生に対するウサギ肋軟骨細胞の CMの









C細胞はグリコサミノグリカンを活発に合成し，また，細胞内 cyclic AMP レベルはウサギ肋軟骨初代








に対するMGC細胞の CMの影響を CAMを用いて検討した。その結果， MGC細胞の CMは B16メラ
ノーマによる腫蕩血管の新生を著しく阻害すると共に， B16メラノーマ固形腫蕩の増殖も阻害した。ま











MGC細胞の conditioned mediumが in vitro における血管内皮細胞の増殖を強く阻害するとともに鶏
卵紫尿膜上に移植した B16メラノーマの増殖および血管新生をも著明に阻害することを明らかにした。
以上のように血管新生阻害因子の産生能を保持した軟骨由来細胞株を初めて樹立することに成功した
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白井君の業績は今後，基礎的な研究はもとより，抗腫蕩作用を発現しうる血管新生阻害因子の大量精製
にも大きく貢献しうる価値の高いものであり歯学博士の学位請求に十分値するものと認める。
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